
詳
し
く
は
、
地
籍
調
査
推
進

室
（
内
線
５
０
５
）
へ
ど
う
ぞ
。 

   本
紙
五
月
十
五
日
号
で
お
知
ら

せ
し
た
通
り
、
市
で
は
、
本
年
度

も
地
籍
調
査
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
中
で
も
、
土
岐
津
町
の
一

部（
図
①
〜
③
）に
お
い
て
は
、
土

地
の
境
界
を
確
認
し
て
い
た
だ
く

工
程
を
十
月
か
ら
実
施
す
る
予
定

で
す
。
 

こ
れ
ら
の
地
区
で
は
、
九
月
中

旬
ご
ろ
に
、
地
元
説
明
会
を
開
催

し
、
十
月
か
ら
現
地
で
の
立
ち
会

い
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
対
象

と
な
る
方
へ
は
、
直
接
通
知
を
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
   土

岐
津
町
土
岐
口
 

（
第
４
―
１
工
区
　
図
①
） 

蔵
屋
敷
、
堤
下
、
前
田
、
四
貫
目
、

茶
屋
、
辛
沢
、
大
川
原
 

同
お
よ
び
区
画
整
理
 

（
第
４
―
２
工
区
　
図
②
） 

土
岐
口
北
町
一
〜
三
丁
目
、
中
町

一
〜
六
丁
目
、
御
幸
町
一
〜
三
丁

目
、
土
岐
津
町
土
岐
口
字
浦
田
、

畑
田
、
上
田
、
白
土
、
引
陣
、
寺

前
、
西
外
戸
、
千
堀
、
出
口
、
流
、

釜
下
、
藤
四
郎
、
順
礼
洞
、
前
田
、

千
田
長
、
宮
前
、
下
沼
、
渡
瀬
、

南
町
口
、
北
町
口
、
砂
畑
、
土
井

前
、
戸
樋
下
、
本
郷
、
築
出
 

同
 

（
第
４
―
３
工
区
　
図
③
）
 

土
岐
口
南
町
一
〜
五
丁
目
、
土
岐

津
町
土
岐
口
字
向
畑
、
水
洞
、
西

ノ
原
、
西
釜
、
釜
畑
、
上
流
、
欠

ノ
下
、
牧
下
、
芝
岸
、
山
ノ
田
、

鍛
冶
畑
、
下
流
、
古
井
、
障
泥
掛
、

芝
原
、
道
行
、
源
十
下
、
井
料
、

富
士
平
、
上
ノ
田
、
竈
下
の
一
部
、

井
戸
洞
、
浦
山
、
石
本
 

 

   泉
町
河
合
・
定
林
寺
の
一
部
（
図

④
）
で
、
昨
年
度
に
測
量
を
実
施

し
た
区
域
で
は
、
九
月
十
一
日
（
日
）

〜
三
十
日
（
金
）
ま
で
セ
ラ
ト
ピ

ア
土
岐
で
成
果
の
閲
覧
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。
対
象
と
な
る
方
へ
は
、

直
接
通
知
を
し
ま
す
。
 

ぜ
ひ
、
お
越
し
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

  
 泉

町
河
合
お
よ
び
定
林
寺
 

（
第
２
―
１
工
区
　
図
④
）
 

河
合
字
大
森
、
馬
渡
、
下
夕
畑
、

後
田
、
岩
野
、
鍋
割
、
定
林
寺
字

大
洞
、
山
並
、
仲
田
、
市
場
、
土

居
、
井
ノ
尻
、
金
谷
、
竹
ノ
越
、

正
庵
、
洞
口
、
竈
お
よ
び
西
洞
の

一
部
、
段
、
矢
戸
、
原
、
阿
弥
陀
 

池
、
炭
焼
の
一
部
（
中
央
道
以
南
） 

   
各
種
通
知
が
届
か
な
い
方
や
、

土
地
を
手
放
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
通
知
が
届
い
た
方
は
、
地
籍
調

査
推
進
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 


